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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月18日(2019.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒト対象でインフルエンザウイルスに対して免疫する方法であって:
　(a)該対象に、インフルエンザウイルスノイラミニダーゼポリペプチドと第1のキメラ血
球凝集素(HA)を発現するように改変された弱毒化生インフルエンザウイルスとを含み、こ
こで、該第1のキメラHAが第1のインフルエンザウイルスHA球状ヘッドドメインとインフル
エンザウイルスHAステムドメインポリペプチドとを含み、ここで、該第1のインフルエン
ザウイルスHA球状ヘッドドメインが該HAステムドメインポリペプチドと異種である、第1
のワクチン製剤を投与すること;及び
　(b)該第1のワクチン製剤の投与から一定期間後、該対象に、第2のキメラHAを含む不活
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化インフルエンザウイルスを含み、ここで、該第2のキメラHAが第2のインフルエンザウイ
ルスHA球状ヘッドドメインと該HAステムドメインポリペプチドとを含み、ここで、該第2
のインフルエンザウイルスHA球状ヘッドドメインが該HAステムドメインポリペプチドと異
種であり、かつ該第1のインフルエンザウイルスHA球状ヘッドドメインが該第2のインフル
エンザウイルスHA球状ヘッドドメインと異なる、第2のワクチン製剤を投与すること
を含む、前記方法。
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